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森圭子（川の博物館）

荒川中流域右岸の段丘面に発達する土壌断面報告

はじめに
　前報で荒川氾濫原に近接して発達する 3
地点の土壌について、河川からの距離と地形
に応じて、母材が同質である土壌の発達程度
の違いを報告した。河原では常に流水の影響
を強く受け、土壌の発達は殆ど見られない。
草地は調査時の数年前の堆積物を母材として
発達していると考えられた。林地は航空写真
と木本の年輪から土壌の安定した発達はおよ
そ 30 年前からと考えられた。
　川の博物館がある寄居町には荒川の現成
扇状地がひろがり、また扇状地起源の段丘
が発達している。櫛引台地と江南台地であ
る。今回は荒川右岸に発達した段丘上の土
壌について報告し、氾濫原とは大きく発達
年代の異なる土壌の生成について検討する。

調査地
　博物館南側には発達年代の異なる 2 つの
段丘がある。年代の新しい方から櫛引台地の

寄居面と江南台地である。寄居面は関東ロー
ム層に覆われない完新世段丘であり、およ
そ 1 万年前以降に発達したものである（貝塚
ら、2000）。江南台地は下末吉面に対比され、
10 万年前の御岳第 1 テフラ（On-Pm1）を
含む関東ローム層に覆われる、12 ～ 13 万
年前に発達した段丘と考えられる（貝塚ら、
2000）。調査地点は寄居面に位置する寄居町
保田原（以後 HY）と江南台地に位置する寄
居町露梨子（以後 TK）で、標高はそれぞれ
およそ 90 ｍ、110 ｍである（図１）。
　地点 HY は現在畑として利用されている
が、積極的な耕作は行われていない。この
地点は 20 年前までは桑畑として利用され
ていた。聞き取りと航空写真から 1960 年
頃は周辺はほとんど水田として利用され、
この区画は桑畑として利用されていた。地
点 TK は少なくとも 20 年前から現在に至る
まで畑地として利用されているが、聞き取
りによると、畑として利用する前は桑畑で

図 1　調査地点と段丘の位置図



あった。調査は 2011 年 11 月に行った。

方　法
　土壌断面記載は FAO の土壌断面記載ガイド
ライン第 3 版（森林総合研究所 1997）に従った。
　全炭素と全窒素は乾式燃焼法（エレメンター
ル社 Vario-Max）で測定し、pH （H2O）は土液
比 1:5 で、pH （NaF）は土液比 1:50 でガラス
電極により測定した。Alo、Feo、Sio は微粉砕
した試料 1.00 ｇについて、酸性シュウ酸塩溶
解法（土壌環境分析法編集委員会、1997）に
従って行った。土性はピペット法で測定した。
　土壌分類は日本の統一的土壌分類体系

（日本ペドロジー学会　2003）に従った。

結果と考察　　　　　　　　　　
　各地点の断面記載を以下に、理化学性の
分析結果を表１に示す。
地点HY（写真 1）
土地利用：畑（休耕中、過去は桑畑）
Ap： 0～10㎝、暗褐色（10YR3/3）SCL、
　　　弱度の粒状構造および弱度の大亜角
　　　塊 状 構造、粘 着性 弱、緻 密 度極 疎
　　 （8㎜）、粗孔隙あり、半湿、草本細根
　　　あり、活性アルミニウム反応－、層
　　　界波状判然
Bw： 10 ～25 ㎝、暗 褐 色（10YR3/3）、SCL、
　　　弱度の小屑粒状構造、緻密度中（23㎜）、
　　　粗孔隙あり、半湿、草本細根まれに
　　　あり、粘着性弱、層界波状判然
Bwg1：25～ 47㎝、黒乃至暗褐色（10YR3/3）、
　　　不鮮明な雲状（7.5YR3/3）斑紋富む、
　　　SCL、未風化の小円礫あり、腐朽円礫
　　　まれにあり、弱度の亜角塊状構造、粘
　　　着性弱、緻密度中（23㎜）、細孔隙あり、
　　　 半湿、草本細根まれにあり、層界波
　　 状判然
Bwg2：47～ 85㎝、暗褐色（10YR3.5/2）、鮮
　　　明な雲状（7.5YR4/4）斑紋頗る富む、
　　　SCL、弱度の亜角塊状構造、粘着性弱、
　　　緻密度中（23㎜）、細孔隙あり、半湿、
　　　層界波状判然
C：　 85 ～ 90㎝＋、小乃至極大の未風化
　　　あるいは腐朽円礫頗る富む
地点 TK（写真 2）
土地利用：畑（野菜など、過去は桑畑）

Ap：　0 ～ 30㎝、黒褐色（10YR2/2）、SL、
　　　弱度の小亜角塊状構造、可塑性弱、　
　　 粘着性弱、緻密度疎（12㎜）、細孔 隙
　　　あり、乾、草本細根あり・小根まれ
　　　にあり、活性アルミニウム反応＋＋、
　　　層界不規則判然
Bw：　30 ～ 90㎝、褐色（10YR4/4）、CL、
　　　弱度の大亜角塊状構造、可塑性弱、　
　　　粘着性弱、緻密度密（25㎜）、細孔隙
　　　あり、乾、草本細根まれにあり、活
　　　性アルミニウム反応＋＋、層界波状
　　　漸変
BC： 　90～100㎝＋、橙（7.5YR6/8）、CL、
　　　弱度の大亜 角塊状 構 造、緻 密度中
　　　（24㎜）、細孔隙あり、半湿

　地点 HY の土壌は Ap 層が 10㎝と浅い。こ
れはしばらく耕作をしていないためと考えられ
る。土性は Ap および Bw1 層で埴壌土、Bwg1
および Bwg2 層で軽埴土であり、荒川の現在の
氾濫原に成立した林地（森、2011）の埴土よ
りも砂画分が少なく、粘土画分が多い。この
地点の土壌は、寄居面の形成の頃から発達し
たと考えると、地形面が安定してから１万年
ほど経過している土壌であり、河川堆積物が
風化変質を受けた結果、粘土画分の割合が増
加し、やや下方へ移動したと考えられる。こ
の断面の特徴として、Bw 層に鉄の斑紋があり、
季節的な酸化還元を受けていたことを示す。
斑紋は雲状であり、疑似グライ化作用により、
ペッドの内部で酸化、孔隙面は還元されてい
る（写真 3）。ジピリジル試薬によるテストは
行っていないが、Bwg2 層は疑似グライ層に
あたると考えられる。Bwg1 層は、ペッドの
彩度がやや高く、表面水湿性特徴をわずかに
満たさないため、疑似グライ層にあたらない。
また斑紋も不鮮明である。土壌分類は日本の
統一的土壌分類体系第二次案（日本ペドロジー
学会、2003）によると褐色疑似グライ土、農
耕地土壌分類第三次案（農耕地土壌分類委員、
1995）によると普通灰色台地土となる。
　地点 HY 断面中の比較的深い位置に疑似グ
ライ層が出来ているのは、現在あるいは過去
にこの位置に季節的な停滞水が生じていた結
果である。聞きとりによると地点 HY の周辺
は 40 年ほど前には水田であった。これらの
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表 1  理化学性の分析結果

写真 1　地点 HY 土壌断面

写真 3　地点 HY Bwg2 層の斑紋

写真 2　地点 TK 土壌断面
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水田の冠水時には、この地点でも地下水が高
かった可能性がある。聞き取りによると、畑
の横に井戸があり、年中枯れず、水量が豊
富ということである。Bwg2 層の粘土含量は
25.5％であり、細孔隙も認められることから
不透水層を形成することは考えにくい。C 層
以深に高い地下水位を形成する、比較的不透
水の層が堆積条件によって形成されていると
考えられ、確認する必要がある。斑紋は鮮明
であり、擬似グライ化作用の著しい進行には
及んでいないため、擬似グライ化作用が進ん
だ期間は比較的短いと考えられ、周囲の水田
の影響により生じた停滞水に起因する擬似グ
ライ化は妥当と考える。
　pH は表層で 6.4、次表層で 5.8 と比較的高
いのは、上流に石灰岩地帯を含む河川堆積物
を母材としていることに加え、この地点では
積極的な耕作が現在は行われていないことに
起因すると考えられる。Bwg2 層で pH （H2O）
が 6.2 と高いのは、地下水の影響を受けてい
るためかも知れない。シュウ酸可溶の Fe、Al、
Si についてはいずれも低く、土壌生成におい
て火山灰の影響は受けていないと考えられる。
　地点 TK は黒褐色で 30㎝の Ap 層と褐色の
Bw 層から成る土壌である。活性アルミニウム
テストが＋＋であり、シュウ酸可溶の Al、Fe、
Si 含量が高く火山灰の影響を受けて生成した
土壌である。Alp は未測定であるが、Sio 割合
が高いことから、アロフェン黒ぼくであると
考えられる。地点 HY より一段高く、12 ～ 13
万年前に形成された段丘上にあり、御岳第一
テフラが堆積していることから、およそ 10 万
年前から土壌が発達している。しかし表層の
火山灰起源については調べる必要がある。土
壌分類は日本の統一的土壌分類体系第二次案

（日本ペドロジー学会、2003）によると典型
アロフェン黒ぼく土であり、農耕地土壌分類
第三次案（農耕地土壌分類委員、1995）では
黒ぼく土に相当する。
　作土の pH （H2O）は淡色黒ぼく土の平均
値に近い（農業環境技術研究所データベー
ス）。土性については、分析値の砂含量が高
いが、野外土性では SL ～ CL が記録されおり、
砂質ではあるものの分散が不十分だったこと
が疑われる。黒褐色の作土は 30㎝で、腐植
層の著しい形成は見られない。植被や土地利

用との関連は今後比較検討する余地がある。

まとめ
　寄居町の　寄荒川右岸側には 2 つの段丘が
発達している。1 段目は完新世の断面で、土壌
の深さを考えるとおよそ 100 年で 1㎝の土壌
が生成されていることになる。母材は河川堆
積物であり、現在の氾濫原に生成する土壌と
母材は同質であると考えられる。粘土含量の
割合が、現在の氾濫原の土壌よりも高いこと
は、同質母材から土壌生成が進んだことを示し
ている。土地利用の影響による土壌断面の特
徴については今後、異なる土地利用の土壌と
比較検討する余地がある。2 段目の段丘は段丘
形成以降に堆積した火山灰を母材としており、
黒ぼく土の特徴をよく保持した土壌といえる。
　前年に調査を行った氾濫原の土壌に加え、
段丘面の土壌を用いると、母材と時間とい
う土壌生成因子の違いを軸とした土壌環境
教育の好適材料となる。
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